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１.はじめに 

近年日本において食料品アクセス問題がある。原

因は主に飲食店の減少と高齢者人口の増加である。

⼋王⼦市の年齢別⼈⼝状況(2022 年 9月現在)を調

べると 65 歳以上の割合は 27.51％であった。東京

都の推計(2022年 9 月)によると、東京都の高齢化

率の平均が 23．5％であり、約 4％上回ることが分

かった。この問題は総務省(2017)によると、高齢者

の場合、買い物環境が悪化したとき三つの影響を及

ぼす。 

①高齢者の外出頻度の低下による生きがいの喪失 

②商店までの距離が遠くなることによる高齢者等の

転倒・事故リスクの増大 

③食品摂取の多様性が低下することによる低栄養化

及びこれによる医療費や介護費の増加の可能性 

また東京医科歯科大学の報道発表によると、近

隣に食料品店がある場合の死亡リスクを１とした

とき、近隣に食料品店がない場合は 1.59 まで増加

することが分かった。免許の返納や体力の低下に

よって車を所持・運転しない高齢者の方は多いと

考える。したがって徒歩圏内に飲食料品店がある

かどうかは、高齢者の死亡リスク・健康リスクを

左右する重要な要素である。 

 

2.先行事例 

市町村で行われている買物弱者対策を調べたとこ

ろ、総務省(2017)によると、コミュニティバス、乗

合タクシーの運行等に対する支援や空き店舗対策等

の常設店舗の出店、運営に対する支援」、「宅配・御

用聞き・買い物代行サービス等に対する支援などが

行われていることが分かった。八王子市のホームペ

ージによると地域別に、はちバスというコミュニテ

ィバスや JA八王子などの移動販売が行われてい

る。 

 そこで私たちは既存のサービスをさらに優良なも

のに出来ないか考え、高齢者向けの食料品サービス

と八王子の活性化を結びつけて提案をする。 

 

3.提案内容 

一つ目は特定の場所に簡易的な市場を開くことで

ある。 

八王子市は人口が多いのに伴い、八王子市に登録

されている町会と自治会の数は現在 575 団体ある。

例えば、公民館や広場で地元の農家や個人経営の方

を招いて市場を開く。自治体•町会の加入の有無に

かかわらず参加できるようにし、加入している人に

は割引になるクーポンを配る。そうすることで加入

している人としていない人で差別化を図る。町会・

自治会に入る人は年々減少しており、地域間の連帯

の欠如や活動の停滞など身近な問題を解決できない

というマイナスの影響を及ぼすかもしれない。些細

なことだが買い物の場を経て加入者を少しでも増加

できれば活性化に繋がると考える。そして高齢者の

地域コミュニティを広げ、外出頻度の低下による生

きがいの喪失を低下させることができると考える。  

 

二つ目は移動販売である。 

公民館や公共施設の駐車場など住民になじみの深



い場所を定期的に巡回することで、地域のインフラ

を狙う。また商品は八王子で出荷されるような野菜

や、商店街との連携でコンビニのホットコーナーの

ように販売することによって八王子の地域活性化と

商店までの距離をなくすことができると考える。大

型スーパーであると、高齢者にとっては商品を探す

のも大変であると考えるためコンパクトな品揃えに

するや、要望に応えて商品を仕入れるなど工夫を施

す。また八王子市とも協力する形で、ホームページ

に記載することで周知してもらう。 

 

三つ目は無人販売所である。 

 身近にスーパーマーケットやコンビニがない高齢

者の転倒・事故リスクを減らすため、移動販売所を

設置していくことで、高齢者のけがのリスクを減ら

す。無人販売所であれば人員が必要ないため、ボラ

ンティアなども募集する必要がない。これにより多

くの箇所に設置しやすくなり、高齢者の買い物の手

助けになる。 

 

3.課題 

一つ目の提案に関しては、開催する場所や食材を

用意するために町会・自治体との連携が必要である

ので、その連携先を探していきたい。 

二つ目の提案に関しては、販売車の運用経費など

金銭面に問題がある。財源調達の方法について検討

していきたい。 

三つ目の提案に関しては、無人であるため盗難の

リスクが高まることが挙げられる。鍵などの盗難対

策にも限界があるため、完全に盗難を防ぐことは不

可能だと考えられる。加えて、無人販売所という特

性上、あまり大規模な販売所にはできないため、商

品が多様性の乏しいものになる。これにより高齢者

の需要に完全に応えられる販売所にならない可能性

がある。これを防ぐため実際の無人販売所の仕組み

を調査し改善策を講じたい。 

 

 

 

4.参考文献 

・八王子市 HP（2022）「八王子市年齢別人口」 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/hachiouji/jink

o/003/p030701.html 

2022 年 10 月 11 日閲覧。 

 

・東京都公式 HP（2020）「八王子市、多摩市内の都

営住宅団地内で移動販売サービスを開始します！」 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo

/press/2020/06/18/05.html 

2022 年 10 月 11 日閲覧。 

 

・ Tani Y, Suzuki N, Fujiwara T, Hanazato M, 

Kondo N,Miyaguni Y, Kondo K. （2018）

“Neighborhood food environment  

and mortality among older Japanese 

adults″,in International Journal of  

Behavioral Nutrition and Physical Activity.  

https://ijbnpa.biomedcentral.com/articles/10.11

86/s12966-018-0732-y 

2022 年 10 月 11 日閲覧。 

 

・総務省（2017）「買物弱者に関する実態調査 

結果報告書」 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-

news/107317_0719.html 

2022 年 10 月 11 日閲覧。 

 

・八王子市 HP（2021）「八王子市高齢者計画・第 8

期介護保険事業計画」 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/wel

fare/004/001/p028780.html 

2022年 10月 11 日閲覧。 

 

・東京都 HP（2022）「令和 4 年『敬老の日にちなん

だ東京都の高齢者人口（推計）』の概要」 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo

/press/2022/09/14/01.html 

2022年 10月 11 日閲覧。 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/hachiouji/jinko/003/p030701.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/hachiouji/jinko/003/p030701.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/06/18/05.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/06/18/05.html
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107317_0719.html
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107317_0719.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/welfare/004/001/p028780.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/welfare/004/001/p028780.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/09/14/01.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/09/14/01.html

